
《決算補足説明資料》 平成26年05月07日

１．平成２６年３月期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２６年３月期連結営業利益の
(億円) H２５年３月期比 ７８億円 減少の要因

億円

・生産/売上増減による
　　　　　　　　　　利益の減

・原材料、部品等の購入価格差

・エネルギーの価格ＵＰ

・コスト改善、代価減

・為替差益(＄80.12⇒91.76）

・減価償却費の増減、経費縮減

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)
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ｸﾞﾙｰﾌﾟ等
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特別損益

Ｄ／Ｅレシオ

有利子負債残高

単　　　独

(内、輸出)

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

営業利益 (※)
単　　　独
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△ 11
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産 業 機 械

H２５年３月期

△ 42

△2.7%

△ 110

613

売上高経常利益率

　素形材エネルギ－事業は、電力製品に受注回復と売上の底打ち傾向がみられるものの、原子力
製品の回復がズレており２年連続の営業赤字計上となった。
産業機械事業は、樹脂機械を中心に増注となったが、一昨年の尖閣問題等による影響から売上が
伸びず、営業利益１２１億も対前期比減収・減益。
全社の営業利益は対前期比▲４７％の減益も前回予想の８５億から８８億と＋３億の改善となった。
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２．平成２７年３月期の連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H２７年３月期連結営業利益予想の

H２６年３月期比 ７億円 増加の要因
(億円)

億円

・生産/売上増減による影響

・原材料、部品等の価格ＵＰ

・エネルギーの価格ＵＰ

・コスト改善、代価減

・為替差益（＄＝１００円を想定)

・減価償却費の増減、経費縮減

合計

（３）連結受注計画（但し、輸出は単体を表示） （４）連結売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（５）設備投資計画

(億円)

(内、輸出) (948) (857) (91)

不 動 産 他 21 27 △ 6
合　計 2,000 1,887 113

712 676 36
産 業 機 械 1,267 1,183 84

H２７年３月期 H２６年３月期 差　　異
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H２６年３月期

売 上 高 2,000

(149)
185

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-
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売上高経常利益率

有利子負債残高
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　全社の営業利益は９５億で対前期比＋８％の増益に留まる。
素形材エネルギ－事業は、電力製品の売上伸長も原子力製品の受注ズレ及びクラッドパイプの売上減
少の影響を受ける。
産業機械事業は、樹脂・射出機は売上伸長もＩＴ関連製品の仕向先要因やその他機械の売上減少要因
もあり前期比並みの営業利益を見込む。　　Ｈ２６年からの本格回復はもう少しズレる見込み。
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